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1 はじめに














































スパイク誘発平均刺激 C(x; y; c; )は，RGCのスパイクが発
生する  前の，位置 (x; y)，入力刺激成分 c(c : R;G;B)に関す
る入力刺激の平均である．試行時間 T においてスパイクが n回
発生，時刻 tの時の刺激を stim(t)とすると，i回目のスパイク
の発生時刻 ti(i = 1; 2;    ; n)の  前の，位置 (x; y)，成分 c
の刺激は，stim(x; y; c; ti   )と表すことができる．このとき，
スパイク誘発平均刺激 C(x; y; c; )は式 (1)となる．





stim(x; y; c; ti   ) (1)










表 1 錐体タイプと STAの R，G，Bの変化の関係
錐体タイプ STA(R) STA(G) STA(B)
L 大 大 小
M 小 大 小
S 小 小 大






一方，RGC のタイプは，STA の R，G，B 成分の変化量で
はなく，時間変化に影響を及ぼす．ここで，図 4，5における二
相性変化の上向きを ON 成分，下向きを OFF 成分とすると，
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図 4 Midget RGCを単一錐体と結合させたときの STA
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Midget RGCでは OFF成分よりも ON成分の方が変化が大き
いが，Parasol RGCではほぼ等しかった．また，Midget RGC
における STA はスパイク発火の 100[msec] 前から発火直前に
かけて緩やかに変化しているのに対し，Parasol RGCにおける










とき，Parasol RGC の同定精度は約 45[%] であったのに対し，



































1 個の RGC の受容野内の機能的結合を推定したところ，

















[1] Field, G.D. et al. (2010), Nature, Vol.467, 673-678.
[2] 曾根 大樹 (2011), 信学技報, NC2011-83, 1-6.
[3] Wohrer, A. and Kornprobst, P. (2009), J. Comput. Neurosci., 26(2),
219-249.
[4] Izhikevich, E. M. (2003), IEEE Neural, 14(6), 1569-1572.




























2 4 6 8 10 12
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
Distance between RGCs
Id
en
tif
ica
tio
n 
ac
cu
ra
cy
 [%
]
(b) 複数の RGCを観測した場合
図 7 同定精度
(a) Field らが推定して求めた
錐体モザイク [1]
(b) 受容野内で結合性が見出せ
なかった錐体
図 8 生理実験で推定した錐体モザイク
